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令和４年度 山口連区防災体制構築のための方針

１ 住民による安否確認のシステムがいつでも発動できること
２ 想定最大震度６弱に耐えうる体制とすること
３ 迅速な避難所設営と運営

第２回防災訓練の強化ポイント
※５月に第１回訓練（安否確認訓練を午後５時から）実施している

１ 安否確認訓練の先導を町内会長、組長に固定しない
２ 家庭内備蓄の推進と避難袋の準備
３ 避難所開設と避難所受け入れまでを実践する
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安否確認の先導者
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２４時間どんなときも安否確認システムが始動するためには、組集合場所
に集まった人の中でリーダー役を担っていただく必要がある

安否確認は町内会長・組長の仕事？
☞安否確認訓練を継続実施した弊害 ➡ その意識を払拭するため

強化ポイント１



安否確認訓練の結果2022.11.20
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自治会届出世帯数 2,633世帯
安否札掲出 1,401世帯 掲出率53.2％
声掛け安否確認 634世帯
（留守 412世帯）

安否札掲出＋声掛け確認＝2,035世帯
安否確認世帯／自治会届出世帯

＝安否確認率 77.3％

（瀬戸市統計令和４年度１１月１日の全世帯数
を分母とする安否確認率は44.8％となる）



家庭内備蓄推進と避難袋啓発
準備例を記載した全戸配布チラシ（９月配布）
訓練参加依頼全戸配布チラシ（１０月配布）
避難所訓練参加者すべて避難袋持参を要請
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強化ポイント２



避難所開設と避難所受け入れまでの実践

1 有事に設営する避難所レイアウトモデル
2 区画割り・設備配置の迅速化
3 避難者受け付け・受け入れ手順を示す
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その他の実施方策
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１ 感染防止資材 感染防護衣とフェースシールドの配備
２ スタッフ教育 避難所運営研修会（90分間）の実施

（３日間実施受講者３６名）
３ 山口連区地域災害対策本部の運用
４ 防災協議会ＬＩＮＥグループ運用（登録者３９名）

➡連絡体制の強化および現場画像の送信と共有
５ 防火防災委員による町内区域火災警戒活動

今後取り組むべき課題
１ 避難所の複数個所同時設置
２ 車両避難専用駐車場の指定
３ 負傷者対応方法の周知
４ 在宅避難者への支援



ご清聴ありがとうございました
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